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令和8年 第2回定例会
令和8年第2回定例会を6月3日から6月15日までの13日間の会期で開き、

条例や補正予算などについて審議を行った。

令和8年第2回定例会を6月3日から6月15日までの13日間の会期で開き、

条例や補正予算などについて審議を行った。

◇専決処分（ ７ 件）

◇条例の一部改正（ １ 件）

◇補正予算（ ４ 件）

立科町町税条例の一部を改正する条例

立科町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

令和７ 年度立科町一般会計補正予算（ 第12号）

令和７ 年度立科町国民健康保険特別会計補正予算（ 第４ 号）

令和７ 年度立科町後期高齢者医療特別会計補正予算（ 第４ 号）

令和７ 年度立科町介護保険特別会計補正予算（ 第４ 号）

令和７ 年度立科町索道事業特別会計補正予算（ 第５ 号）

立科町農業委員会の委員任命（ 13件）

令和７ 年度繰越明許費、 予算繰越計算書（ 一般会計、 索道事業特別会計、 水道事業会計）

物価高騰対策及び国際紛争の平和的解決を求める意見書

◇陳情（ １ 件）

◇その他（ ２ 件）

◇人事（ 13件）

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

財産の取得（ 令和８ 年度 公立学校情報機器整備タ ブレッ ト 端末等一式）

財産の取得（ 令和８ 年度 立科町同報系防災行政無線親局操作Ｐ Ｃ 、 サーバＰ Ｃ 一式）

令和８ 年度立科町一般会計補正予算（ 第１ 号）

令和８ 年度立科町介護保険特別会計補正予算（ 第１ 号）

令和８ 年度立科町水道事業会計補正予算（ 第１ 号）

令和８ 年度立科町一般会計補正予算（ 第２ 号）

「 さ ら なる少人数学級推進と 教職員定数改善のための教育予算確保」 と「 義務教育費国庫負担制度の堅持・ 拡充」

を求める陳情書

【結果の表示】 ◎全会一致で可決・承認・同意 ○賛成多数で可決・承認・採択 ✕否決

◇報告（ ３ 件）

◇議員発議（ １ 件）

賛　 否　 一　 覧

立科町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

承認第３ 号

議案等番号

議案第42号

「 さ ら なる少人数学級推進と 教職員定数改善のための教育予算確
保」 と 「 義務教育費国庫負担制度の堅持・ 拡充」 を求める陳情書

物価高騰対策及び国際紛争の平和的解決を求める意見書発議第２ 号

※「 ○」は賛成　  「 ■」は反対　  今井英昭議員は議長のため採決に加わりません。

※これ以外の案件等は、全会一致でし た。

承認

可決

議案等の件名

議　 員　 名
今

井

英

昭

村

松

浩

喜

今

井

　

清

榎

本
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弓
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桂
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文

王

中

村

茂

弘

芝

間

教

男

今

井

健

児

小
野
沢
常
裕

宮

坂

幸

夫

秦

野

仁

美

議決

結果

採択

否決

陳情第１ 号
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◇討論

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

★反対　 村田 桂子

反対の理由は
　 ①燃料など が上がって苦し いのは町民も 同じ 。 も
う 少し 我慢ができ ないか。
　 ②山の索道事業など観光事業には40億超の税をつ
ぎ込んでいる のに里の住民が利用する 施設への投資
は少ない。 も っと し っかり 支える べき 。
　 ③町民の利用は３ 割だが、 町民は町外の温泉を利
用し ており 、 お互い様である 。 町外の方は、 権現の
湯が安いから 利用し ている と いう 面がある 。
　 ④町民の１ 回券は500円に据え置く がいつま でか
は不明。
　 ⑤誘客努力は尽く さ れたか。 値上げは最後の手
段。 休日前の営業時間の延長、 土日にデマンド 型交
通を運行さ せる など も っと でき る こ と がある はず。
「 経営は厳し いが町民応援で据え置く 、 も っと 利用
を」 と 呼びかけて協力をあおぐ こ と が必要だ。

★反対　 小野沢 常裕

反対する 理由は
　 ①料金に差を つける こ と は、 町外者の利用が減少
し てし ま う 恐れがある 。
　 ②こ の温泉施設を 維持し ていく ためには利用者全
体の協力が必要であり 、 居住地によ っ て 料金を区別
する こ と は必ずし も 公平と は言えない。
　 ③町民料金制を 行っ て いる 施設から 情報を 集め
て、 慎重に検討する 必要がある 。 こ の町民料金制は
一度始めたら 、 も う 後戻り はでき ない。
　 ④人口減少が続く 町で大切なこ と は、 よ り 多く の
方々の施設利用で、 立科町のフ ァ ンを 増やすこ と 。
こ れが、 町の活性化につながる 。
　 ⑤近隣温泉と の連携や山の宿泊客に割引券を 渡
す、 チラ シを配る など 、 ま だま だ集客のための方策
がある 。
　 ⑥物価高騰の時だから こ そ「 庶民の味方、 立科温
泉権現の湯」 であってほし い。
　 ⑦３ 月末の人事異動によ り 支配人が交代し た。 支
配人が代わったばかり なので、 こ のよ う な新し いこ
と を始める 時ではない。

　 本議案は、「 権現の湯」 の赤字軽減のための議案
であり 、 ３ 月に議会が否決し た「 議案第14号」 を修
正し たも のである 。
　 こ の権現の湯の入館料引き 上げについて、 反対の
議員の３ 月から 今回ま での討論や発言の内容は、 言
われる 側から すれば、 議会から 言われた意見と し て
ま と めて受取る ため、 対応のし よ う がない矛盾を 含
んだも のになっている と 考える 。
　 4 ,000万円の赤字は、 考え方の一つと し て、 立科
町の人口の中で、 納税者が3,000人～4 ,0 00人と し
た場合、 一人当たり １ 万円以上の負担が発生し てい
る と いう 事になる 。
　 町外から の来館者が７ ～８ 割の施設で、 その人た
ちの為に、 なぜ町民に負担を強いる のか。
　 現状の物価高騰のなかでは、 正し い価格転嫁であ
り 、 反対する 理由はない。

★賛成　 森澤 文王

★賛成　 村松 浩喜

　 こ の条例改正の内容は、 今年３ 月定例会で否決さ
れた条例改正案から 、 指定管理者に関する 条項を 削
除し 、 使用料を 大人１ 回600円など に変更し たも の
だ。 一旦議会で否決さ れた議案の修正案を上程し た
こ と から 、 両角町長の行財政改革への熱意が伝わる 。
　 令和７ 年度の決算見込みでは、 権現の湯の赤字額
は約4,100万円。 令和３ 年度から ５ 年間の年間赤字
額の平均は、 およ そ4,300万円になる 。 消耗品費、
燃料費、 光熱水費、 人件費など の支出を抑えつつ、
さ ま ざま な営業努力によ り 入館者を増やし ている に
も かかわら ず前記の赤字額だ。 料金の値上げはやむ
を 得ない。 町民によ る 購入が多い割安な回数券を 残
し 、 １ 回券に町民割引を 適用する と いう 町民への配
慮も ある 。
　 値上げ後の赤字縮小額は約600万円。 赤字額の縮
小によ って生ま れる 財源を他の事業で有効に使う た
めや、 権現の湯を閉鎖せずに営業し 続ける ためにも
賛成する べき だ。 多額の赤字を放置し ないと いう 議
員の金銭感覚も 示し たい。

物価高騰対策及び国際紛争の平和的解決を求める意見書

★反対　 森澤 文王

　 意見書と し て、 物価高騰対策を 手厚く し て欲し い
だけであ れば、 反対の余地はなかっ たが、 着地点
が、「 外交的努力を 尽く す事」「 平和的解決を 推進す
る 事」 である と 政府の外交に注文を付けている と 受
け取れた。
　 私の考え方と し ては、 島国の日本人と 大陸に住む
外国人と は「 モノ の考え方」 が違う 為、 戦争行為に
対し て、 日本人の物差し では測れないと いう 事があ
る 。
　 以前も 申し 上げたが、 他所の戦争には終結後の関
わり 方が需要であり 、 戦争に関し ては、 高度な外交
が求めら れる 中、 権利がある と はいえ、 議員の発議
で「 努力を 尽く し な さ い」 と 立科町の名前を 付け
て、 政府に意見書を 提出する と いう のは、 やはり 賛
同でき ない。

★賛成　 芝間 教男

　 国際紛争は、 私たちの生活に直結し 、 立科町の農
家・ 会社経営、 そし て町民の日々の生活に重大な打
撃を与えている 。
　 日本政府の役割は、 国際紛争によ り 目詰ま り を 起
こ し て いる ナフ サ由来の関連製品需要のゆがみ等
を 、 一刻も 早く 、 安定し た通常の市場流通に戻すこ
と である 。 そのう えで一旦値上がり し た物は旧価格
にも ど す指導を 行い、 必要なも のが必要と し ている
人たちに必ず届く よ う にする こ と 。
　 国際紛争の平和的解決こ そが我々日本人の生活を
守る こ と であり 、 立科町民の生活安定にも 連結し て
いる と こ ろである 。
　 地方議会は国に対し 、 住民の生活を 守る ため、 法
によ り 意見書を提出する 権利を認めら れている 。
立科町議会と し て、 こ の意見書を 国へ提出すべき で
ある 。
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社会文教建設常任委員会

立
科
町
温
泉
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
権
現
の
湯
の
料

金
改
定
に
つ
い
て
）

【
主
な
内
容
】

・
町
外
利
用
者
の
料
金
を
大

　
人
６
０
０
円
、
子
ど
も
３

　
０
０
円
に
値
上
げ
す
る
。

・
町
民
の
料
金
は
現
行
の
料

　
金
を
維
持
す
る
。

・
町
民
料
金
は
条
例
に
規
定

　
せ
ず
、「
町
民
優
待
」
と
し

　
て
運
用
す
る
。

　
　
子
ど
も
料
金
の
値
上
げ
率

　
　
が
大
人
料
金
の
値
上
げ
率

よ
り
高
い
の
は
何
故
か
。

　
　
近
隣
施
設
の
料
金
を
参
考

　
　
に
し
て
設
定
し
た
。

　
　
町
民
優
待
を
条
例
に
規
定

　
　
し
な
い
の
は
何
故
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
Ｆ
割
引
等
と
同
様
に

　
　
運
用
で
対
応
す
る
た
め
で

あ
る
。

　
　
町
民
か
ど
う
か
の
確
認
は

　
　
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

　
　
免
許
証
等
で
確
認
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
受
付
業
務
が
煩
雑
に
な
っ

　
　
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　
ス
タ
ッ
フ
と
運
用
方
法
等

　
　
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
温
泉
施
設
の
位
置
づ
け
を

　
　
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
福
祉
施
設
と
観
光
施
設
の

　
　
両
面
を
持
っ
て
い
る
施
設

と
考
え
て
い
る
。

　
　
赤
字
対
策
と
し
て
十
分
な

　
　
値
上
げ
か
。

　
　
現
在
、
年
間
４
千
万
円
超

　
　
の
赤
字
で
あ
る
。
料
金
改

定
後
も
３
千
５
０
０
万
円
程
度

の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
値
上
げ
よ
り
集
客
の
努
力

　
　
が
先
で
は
な
い
か
。

　
　
集
客
努
力
も
行
う
が
、
物

　
　
価
高
が
進
ん
で
お
り
、
そ

れ
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
　
町
民
料
金
据
え
置
き
で
の

　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

赤
字
幅
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
前
回
提
示
し
た
６
０
０
円

　
　
に
引
き
上
げ
た
際
と
あ
ま

り
変
わ
ら
ず
、
３
千
５
７
０
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
将
来
的
に
は
指
定
管
理
の

　
　
方
向
も
考
え
て
い
く
。

令
和
８
年
度
立
科
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
　
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
に

　
　
お
い
て
、
電
算
の
シ
ス
テ

ム
改
修
と
は
な
に
か
。

　
　
こ
の
８
月
よ
り
高
額
療
養

　
　
費
自
己
負
担
上
限
額
が
所

得
区
分
は
そ
の
ま
ま
で
７
％
引

き
上
が
る
の
に
合
わ
せ
、
町
の

福
祉
医
療
費
の
上
限
額
を
引
き

上
げ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
。

　
　
社
会
体
育
費
で
部
活
動
地

　
　
域
展
開
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
報
酬
と
し
て
３
６
０
万
円
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
か
。

　
　
中
学
校
部
活
動
を
令
和
９

　
　
年
度
ま
で
に
地
域
に
移
行

す
る
た
め
の
調
整
役
と
し
て
１

名
の
人
件
費
を
予
算
化
。
元
校

長
な
ど
を
予
定
。

【
具
体
的
に
は
】

・
中
学
校
と
の
連
絡
調
整

・
周
辺
市
町
と
の
連
絡
調
整

・
地
域
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

・
ク
ラ
ブ
運
営
の
事
務
・
会
計

　
　
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
６
月
下
旬
に
中
学
１
・
２

　
　
年
生
、
小
学
５
・
６
年
生

の
保
護
者
に
対
し
説
明
会
を
予

定
し
て
い
る
。

６月11日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

総務経済常任委員会
所　 管　 総務課・ 企画課・ 産業振興課・ 会計室・ 議会事務局

委員長／芝間教男　 副委員長／中村茂弘

委　 員／今井英昭　 今井　 清　 榎本真弓　 小野沢常裕

６月10日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

所　 管　 町民課・ 建設環境課・ 教育委員会

委員長／村田桂子　 副委員長／森澤文王

委　 員／村松浩喜　 今井健児　 宮坂幸夫　 秦野仁美

車いす対応のト イ レ

つかわれていない

お風呂

　
現 

地 

視 

察

　
４
月
28
日
「
蓼
科
ふ
れ
あ
い
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
女
神
」
を
視
察
。
平

成
14
年
建
築
の
同
施
設
は
ま
だ
新
し

く
、
今
後
の
有
効
活
用
が
望
ま
れ
る
。



　
　
総
農
家
戸
数
が
昭
和
60
年
に
は
１
６

　
　
２
５
戸
だ
っ
た
が
令
和
２
年
に
は
８

４
７
戸
ま
で
半
減
し
た
現
状
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
農
家
数
の
減
少
は
課
題
と
し
て
と

ら
え
、
そ
の
対
策
・
検
討
を
実
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
。

　
　
農
業
後
継
者
対
策
の
現
在
ま
で
の
実

　
　
績
に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課
長
　
新
規
就
農
支
援
者
数

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

に
12
名
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
水
稲
耕
作
者
の
７
割
を
占
め
る
兼
業

　
　
農
家
に
対
し
て
農
業
機
械
購
入
補
助

等
の
支
援
策
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
意
見
と
し
て
伺
う
。

　
　
政
府
の
米
政
策
に
対
し
て
町
は
ど
の

　
　
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
主
食
用
米
の
適
正
生
産

に
取
り
組
む
よ
う
農
家
に
協
力
を
依
頼
し

て
い
る
。

　
　
農
業
振
興
公
社
は
、
た
て
し
な
ブ
ラ

　
　
ン
ド
と
し
て
成
果
を
上
げ
た
の
か
。

町
長
　
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

が
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
ま
だ
な
い
。

　
　
そ
ば
栽
培
を
推
進
し
て
い
る
が
、
収

　
　
支
は
ど
う
な
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
作
付
面
積
14
・
２
ha
に

対
し
て
販
売
金
額
１
５
５
万
円
で
経
費
等

を
引
く
と
10
ａ
当
り
の
収
入
は
２
７
０
０

円
。

　
　
儲
か
る
農
業
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

　
　
に
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
へ
の
取
り
組
み
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
儲
か
る
農
業
の
あ
り

方
の
答
え
は
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

生
食
用
ブ
ド
ウ
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
を
推

奨
し
て
い
る
。

　
　
町
の
将
来
人
口
推
計
で
示
さ
れ
た
と

　
　
お
り
に
人
口
減
少
が
進
ん
だ
場
合
、

農
家
が
い
な
く
な
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
町
の
農
業
の

未
来
を
ど
う
考
え
対
応
し
て
い
く
の
か
農

業
支
援
策
を
求
め
た
。

5

農
業
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か

ふ

る

さ

と

交

流

館

へ

直

接

勤

務

、

あ

る

い

は

出

勤

し

て

い

る

職

員

は

い

な

い

。 

今定例会では、 議員９ 人が一般質問を行いまし た。

一般質問の文章は質問者の

責任で作成し ています。一般質問町政について問う ！

立科町の農業の未来をどのよう に考えているのか

森澤　 文王　 議員 ………… ６ ページ
も り さ わ　 　 ふみお

県外での交流事業について

1  Ｄ Ｘ 導入による町民サービス向上について
2  こ れでいいのか、 立科教育⑩
　 こ れから の学校と 教育環境づく り について

秦野　 仁美　 議員 ………… ７ ページ
はたの　 　  ひと み

1  高齢者の公共交通利用について
2  たてし な応援商品券配布事業について

今井　 　 清　 議員 ………… ５ ページ
いまい　 　  　 きよし

1  投票所の運営体制の見直し について
2  人口減少時代における地域組織の見直し と 持続
　 可能な区運営について

今井　 健児　 議員 ………… ９ ページ
いまい　 　  けんじ

1  町の医療体制充実について
2  住民の暮ら し 支援の新たな展開を

村田　 桂子　 議員 ………… ６ ページ
むら た　 　  けいこ

今井　  清
いまい 　きよし

小野沢　 常裕　 議員 ……… ７ ページ
おのざわ　 　  と き ひろ

1  老人福祉施設に勤務する人材を確保するための
　 支援が必要ではないか
2  町木「 シラ カ バ」 を積極的に保護・ 活用するべ
　 き ではないか

村松　 浩喜　 議員 ………… ９ ページ
むら まつ　   ひろ よし

1  理事者・ 職員の勤務管理と 服務規律について

2  立科温泉権現の湯の売上金の管理について（ 追跡質問）

3  庁舎前の駐車場を一部、 有料化に

4  公民館周辺の大規模改修/建て替え工事の計画について

5  県に提出さ れる道路に関する要望書について（ 追跡質問）

6  各団体への補助金の支出管理について

7  ハラ スメ ント から 職員を守る対策について

8  教育委員会主催のゴルフ 教室及び他の教室推進について

9  令和7 年度の索道事業収支を問う

1 0  過去の答弁の疑問と その後の事項の現地確認について（ 追跡質問）

1 1  雇用さ れている農業者（ 法人・ 個人） に対し 暑さ 対策の推進を

宮坂　 幸夫　 議員 ………… ８ ページ
みやさ か　 　 ゆきお

※太字の質問を掲載。 議事録は議会ホームページで閲覧

でき ます。り んご産地の展望について

芝間　 教男　 議員 ………… ８ ページ
し ばま　 　  のり お

水田の代掻き 作業
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一 般 質 問　　　　質問者による要約

　
　
町
と
し
て
、
県
外
で
の
交
流
事
業
を

　
　
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。
今
後
は

ど
の
様
に
し
て
行
く
考
え
か
。

町
長
　
友
好
都
市
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
都
市
住
民
に
立
科
町
の
土
地
柄
や
特

産
品
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
は
、
人
口

減
少
抑
制
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
、
地
域

と
繫
が
り
持
続
性
を
高
め
る
た
め
の
関
係

人
口
の
創
出
、
拡
大
は
も
と
よ
り
移
住
の

促
進
に
も
一
翼
を
成
す
重
要
な
取
組
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
大
変
な
ご

苦
労
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
お

け
る
重
要
な
観
点
は
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
関
係
人
口
の
存
在
を
受
動
的
な
町
の
フ

ァ
ン
で
終
わ
ら
せ
な
い
と
い
う
事
だ
と
考

え
る
。
単
に
町
の
宣
伝
や
特
産
品
の
販
売

と
い
っ
た
観
光
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
に
限
ら

ず
自
然
等
、
日
常
の
豊
か
さ
の
視
点
を
発

信
す
る
、
地
域
と
関
係
人
口
を
繋
ぐ
、
ホ

ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

取
組
み
、
町
の
フ
ァ
ン
か
ら
最
終
的
に
は

担
い
手
へ
と
進
化
で
き
る
様
、
交
流
事
業

を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
交
流
事
業
の
切
り
札
は
「
町
長
の
参

　
　
加
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
長
は
、

ど
の
位
参
加
が
で
き
る
か
。

町
長
　
過
去
に
は
、
相
模
原
市
の
桜
ま
つ

り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
る

が
、
日
常
の
公
務
も
あ
り
、
今
年
は
参
加

す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
ど
の
位
と
は

言
え
な
い
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
判
断
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　
副
町
長
は
、
ど
の
位
代
理
で
参
加
で

　
　
き
る
か
。

副
町
長
　
町
長
の
代
理
で
何
回
か
出
席
し

た
事
が
あ
る
。
公
務
の
関
係
で
出
席
で
き

な
い
事
も
あ
る
が
、
で
き
る
事
で
あ
れ
ば

出
席
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

相模原市市民まつり の立科町ブース

　
　
「
立
科
町
の
医
療
を
考
え
る
会
」
よ

　
　
り
医
師
確
保
の
陳
情
が
１
３
８
５
筆

の
署
名
と
と
も
に
町
長
・
議
長
あ
て
に
届

い
た
。
議
会
で
は
さ
っ
そ
く
今
後
の
対
応

を
議
論
し
４
項
目
に
ま
と
め
、
町
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
は
こ
の
陳
情
を

受
け
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
地
域
医
療
の
充
実
を
求
め
る
陳
情

が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
身
近
に
医
療
機
関
が

あ
る
重
要
性
は
同
感
。
距
離
的
な
近
さ
で

は
な
く
む
し
ろ
移
動
手
段
の
確
保
が
大
事
。

ス
マ
イ
ル
デ
マ
ン
ド
交
通
に
お
い
て
こ
の

４
月
よ
り
川
西
赤
十
字
病
院
、
依
田
窪
病

院
へ
行
か
れ
る
よ
う
改
善
。
日
赤
は
無
料

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
ま
た
同
病
院
に

は
３
７
５
０
万
円
の
運
営
費
補
助
を
し
て

い
る
。
診
療
所
確
保
に
つ
い
て
は
現
実
的

に
は
難
し
い
が
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

情
勢
に
は
今
後
も
注
視
す
る
。

　
　
議
会
で
は
①
公
共
交
通
確
保
②
予
防

　
　
医
療
・
介
護
予
防
の
充
実
③
現
状
分

析
・
実
態
調
査
④
医
師
確
保
の
可
能
性
調

査
が
必
要
と
の
論
点
・
対
応
を
示
し
た
が
、

こ
の
４
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
。

町
民
課
長
　
①
で
は
町
長
答
弁
の
通
り
②

に
つ
い
て
は
今
後
も
注
力
す
る
。
電
話
相

談
な
ど
で
も
対
応
す
る
。
③
の
現
状
分
析

・
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

④
医
師
確
保
の
可
能
性
調
査
に
つ
い
て
は

医
師
会
へ
打
診
し
た
が
、
大
変
困
難
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
残
さ
れ
た
医
院
が
廃
業
し
な
い
よ
う

　
　
に
町
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
支
援
す

べ
き
。

　
他
に
物
価
高
に
苦
し
む
町
民
の
暮
ら
し

応
援
の
施
策
展
開
を
求
め
た
。

（
水
道
基
本
料
金
の
軽
減
、
エ
ア
コ
ン
電
気

料
補
助
、
障
が
い
者
医
療
費
の
無
償
化
、

介
護
保
険
料
軽
減
、
保
育
料
完
全
無
償
化
、

修
学
旅
行
費
へ
の
軽
減
策
な
ど
）

町
の
医
療
体
制
充
実
に
つ
い
て

身近な医療は

健康を守る砦

村田　 桂子
むらた　 　けいこ

森澤　 文王
もりさ わ　 ふみお

県
外
で
の
交
流
事
業
に
つ
い
て



　
　
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と

　
　
効
果
は
。

町
民
課
長
　
転
出
届
や
各
種
申
請
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も
利

用
が
拡
大
。
町
民
の
利
便
性
向
上
と
事
務

効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状

　
　
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
利

用
が
進
み
、
体
育
施
設
で
は
、
ほ
ぼ
オ
ン

ラ
イ
ン
化
。
一
方
で
高
齢
者
へ
の
対
応
の

為
、
窓
口
受
付
も
継
続
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
方
向
性
は
。

副
町
長
　
Ｄ
Ｘ
は
目
的
で
は
な
く
手
段
。

デ
ジ
タ
ル
で
生
ま
れ
た
時
間
や
人
材
を
創

造
的
な
業
務
に
振
り
分
け
、
よ
り
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
学
校
施
設
整
備
へ
の
財
政
支
援
の
活

　
　
用
は
。

教
育
次
長
　
国
庫
補
助
金
や
過
疎
対
策
事

業
債
を
活
用
し
、
町
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　
　
学
校
施
設
の
将
来
設
計
と
小
中
一
貫

　
　
校
の
検
討
状
況
は
。

教
育
次
長
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
を
踏
ま

え
、
小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学
校
を
含

め
、
立
科
町
に
適
し
た
教
育
環
境
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
学
校
施
設
整
備
の
今
後
の
方
針
は
。

教
育
次
長
　
老
朽
化
や
児
童
生
徒
の
推
移

を
踏
ま
え
、
有
利
な
財
源
を
活
用
し
な
が

ら
教
育
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
　
今
年
、
立
科
小
学
校
は
開
校
50
周
年

　
　
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。
半

世
紀
に
わ
た
り
地
域
に
支
え
ら
れ
、
子
ど

も
達
を
育
ん
で
き
た
歴
史
を
礎
に
、
今
こ

そ
次
の
50
年
を
見
据
え
た
教
育
環
境
の
将

来
像
を
描
く
時
期
だ
。
教
育
は
町
の
未
来

へ
の
投
資
。
人
口
減
少
や
財
政
事
情
を
理

由
に
守
り
に
入
る
の
で
は
な
く
、
活
用
で

き
る
制
度
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
、
10

年
後
・

20
年
後
を
見
据
え
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
と
学
び
の
灯
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
為
に
、

挑
戦
す
る
立
科
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

『
挑
戦
す
る
自
治
体
に
こ
そ
未
来
が
あ
る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
為
に
今
こ
そ
一

歩
を
踏
み
出
す
時
だ
。
』

　
　
事
業
の
予
算
総
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
そ
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
総
額
は
９
千
３
８
０
万

円
で
、
内
訳
は
商
品
券
換
金
額
８
千
８
４

０
万
円
、
商
品
券
・
チ
ラ
シ
等
の
印
刷
代

２
８
０
万
円
、
郵
送
料
等
の
事
務
費
が
２

６
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
印
刷
所
へ
の
支
払
い
、
郵
便
局
へ
の

　
　
支
払
い
、
事
務
費
、
こ
の
３
つ
で
５

４
０
万
円
と
い
う
こ
と
か
。

産
業
振
興
課
長
　
商
品
券
・
チ
ラ
シ
等
の

印
刷
代
が
２
８
０
万
円
、
郵
送
料
等
の
事

務
費
と
い
う
の
は
郵
送
や
換
金
の
手
続
き

を
行
う
な
ど
、
全
部
含
め
て
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
　
確
認
だ
が
、
商
工
会
は
「
こ
の
事
業

　
　
の
た
め
に
事
務
費
を
受
け
取
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
事
務
費
は
商
工
会
が
受

け
取
っ
て
い
る
。

　
　
商
品
券
配
布
の
通
知
文
に
、
「
町
と

　
　
商
工
会
で
は
・
・
・
商
品
券
を
配
布

し
ま
す
。
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
の

事
業
は
町
と
商
工
会
と
の
共
催
の
事
業
な

の
か
。

町
長
　
町
が
国
へ
事
業
計
画
を
提
出
し
、

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
受
け
て
、
町
か
ら
商
工
会

へ
補
助
金
と
し
て
交
付
し
、
商
工
会
が
商

品
券
や
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
取

扱
店
の
と
り
ま
と
め
お
よ
び
換
金
等
の
事

業
一
切
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
商
品
券
の
発
行
名
が
、
立
科
町
商
工

　
　
会
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
商
品
券

は
商
工
会
が
発
行
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
こ
の
商
品
券
配
布
事
業
も
道
の
駅
の

　
　
ト
イ
レ
の
話
と
同
じ
で
、
商
工
会
が

「
皆
さ
ん
の
た
め
に
商
工
会
が
頑
張
っ
て

い
ま
す
。」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
よ
う
で
、
町

が
上
手
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
町
長
は
そ
う
感
じ
な
い
か
。

町
長
　
私
は
感
じ
な
い
。
商
工
会
に
は
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
わ
け
で
、
委
託
で

は
な
い
。

　
　
換
金
率
の
予
測
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
余
っ
た
交
付
金
は
ど
う
処
理
す
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長
　
換
金
率
は
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
参
考
に
し
て
94
～
96
％
と
考
え
て

い
る
。
今
回
は
商
品
券
配
布
の
他
に
２
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
実
施
状
況

を
見
な
が
ら
事
業
計
画
の
変
更
や
事
業
間

の
調
整
を
し
て
交
付
金
を
活
用
す
る
。

　
　
町
と
事
業
者
は
、
互
い
に
適
度
な
距

　
　
離
を
保
っ
て
痛
く
も
な
い
腹
を
探
ら

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
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た
て
し
な
応
援
商
品
券
配
布
事
業

に
つ
い
て

老朽化が進む立科小学校

小野沢　 常裕
おのざわ　 ときひろ

秦野　 仁美
はたの　 　ひと み

一 般 質 問　　　　質問者による要約

D
X
導
入
に
よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
学
校
と
教
育
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て



　
　
町
長
と
教
育
長
の
令
和
７
年
度
の
通

　
　
常
勤
務
数
（
２
４
２
日
）
に
対
し
て

の
出
勤
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

町
長
　
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
定
ま
っ

た
勤
務
日
、
勤
務
時
間
の
規
定
が
無
い
、

出
勤
率
を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
育
長
　
先
ほ
ど
町
長
が
答
弁
し
た
と
お

り
。

　
　
勤
務
時
間
中
は
名
札
を
付
け
る
べ
き

　
　
と
考
え
る
が
理
事
者
の
考
え
を
問
う
。

町
長
　
職
務
の
特
性
上
、
現
場
の
状
況
や

業
務
の
性
質
に
応
じ
て
円
滑
か
つ
適
正
に

公
務
を
遂
行
す
る
為
に
名
札
の
着
用
に
は

柔
軟
な
判
断
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
庁
舎
内
で
は
な
く
、
ふ
る
さ
と
交
流

　
　
館
へ
直
勤
し
て
業
務
処
理
を
す
る
理

由
は
何
か
。

町
民
課
長
　
ふ
る
さ
と
交
流
館
へ
直
接
勤

務
、
あ
る
い
は
出
勤
し
て
い
る
職
員
は
い

な
い
。

　
　
前
回
の
権
現
の
湯
の
売
上
金
の
管
理

　
　
方
法
の
答
弁
か
ら
、
改
善
を
含
め
課

題
と
し
て
検
討
等
の
行
動
を
さ
れ
た
か
。

企
画
課
長
　
第
三
者
と
し
て
会
計
管
理
者

が
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
庁
舎
前
の
駐
車
場
の
一
部
有
料
化
に

　
　
し
て
必
要
と
し
て
い
る
付
近
の
住
民

に
貸
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
付
近
の
住
民
へ
有
料
で
貸
す
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
公
民
館
周
辺
の
大
規
模
改
修
／
建
て

　
　
替
え
工
事
の
計
画
の
町
民
説
明
会
で

の
①
商
工
会
の
移
設
を
す
る
理
由
は
。
②

教
育
委
員
会
の
移
転
を
す
る
理
由
は
。

町
長
　
商
工
会
は
公
共
性
の
高
い
法
人
で

あ
り
共
同
利
用
の
希
望
を
示
さ
れ
た
も
の
。

教
育
長
　
日
夜
、
施
設
の
管
理
を
要
し
、

教
育
委
員
会
の
職
員
が
常
駐
す
る
必
要
が

あ
る
。
　

　
　
県
に
提
出
し
た
道
路
に
関
す
る
要
望

　
　
書
に
つ
い
て
内
容
等
を
問
う
。（
①
細

谷
公
民
館
前
の
横
断
歩
道
の
新
設
・
②
芦

田
宿
商
店
街
ど
お
り
の
歩
道
の
改
修
）

総
務
課
長
　
①
目
的
や
必
要
性
、
現
場
の

重
要
性
、
危
険
性
を
明
確
に
示
し
た
。
　

建
設
環
境
課
長
　
②
正
式
な
要
望
を
受
け

付
け
て
い
な
い
た
め
、
町
の
考
え
を
入
れ

て
申
請
や
要
請
は
し
て
い
な
い
。

　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
職
員
を
守
る
対

　
　
策
に
つ
い
て
の
現
状
と
環
境
整
備
の

強
化
は
さ
れ
た
か
。 

副
町
長
　
令
和
３
年
８
月
に
策
定
し
た
指

針
で
行
っ
て
い
る
。（
昨
年
の
発
生
状
況
は

２
件
で
内
１
件
は
議
員
に
関
す
る
内
容
）

　
　
索
道
事
業
の
収
支
を
問
う
。

産
業
振
興
課
長
　
決
算
前
な
の
で
見
込
み

金
額
と
な
る
が
歳
入
は
２
億
３
千
８
５
４

万
７
千
円
、
歳
出
は
２
億
３
千
１
０
６
万

７
千
円
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
雇
用
さ
れ
て
い
る
農
業
者
に
対
し
、

　
　
暑
さ
対
策
の
支
援
を
考
え
て
は
。

町
長
　
町
単
独
補
助
に
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
立
科
町
の
三
大
名
産
の
一
つ
、
り
ん

　
　
ご
の
生
産
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
。

町
長
　
り
ん
ご
生
産
を
継
続
し
て
行
く
た

め
に
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
課
題

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
佐
久
農
業
農
村
支

援
セ
ン
タ
ー
・
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
と

連
携
し
て
就
農
相
談
会
へ
の
参
加
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
腐

乱
病
へ
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
収
束
は
見
込
め
な

い
状
況
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
苗
木
購

入
助
成
事
業
等
で
支
援
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
腐
乱
病
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
腐
乱
病
木
を
処
理
で
き
て
い
な
い
園

地
に
対
し
、
町
と
し
て
伐
採
等
の
指
導
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
「
腐
乱
病
対
策
特
別

補
助
金
」
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
伐
採

を
促
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
他
の
町
村
で
は
指
導
等

を
行
う
た
め
の
条
例
整
備
を
行
っ
て
い
る

例
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
勧
告
・
命
令
、

代
執
行
等
を
実
際
に
行
っ
た
例
は
な
い
。

　
ま
た
、
補
助
率
を
引
き
上
げ
る
検
討
を

行
う
事
は
考
え
て
い
な
い
。
現
状
に
即
し
、

訪
問
等
を
行
っ
て
皆
さ
ん
に
理
解
を
求
め

て
行
き
た
い
。

　
　
地
域
計
画
に
お
け
る
り
ん
ご
畑
地
の

　
　
将
来
に
つ
い
て
。

　
地
域
計
画
で
、
田
ん
ぼ
に
つ
い
て
は
大

規
模
集
約
化
の
形
が
見
え
る
が
、
り
ん
ご

園
地
の
将
来
像
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
り
ん
ご
園
地
は
田
ん
ぼ

の
よ
う
に
集
約
化
は
難
し
い
。
地
域
計
画

は
、
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
で
き
る

だ
け
多
く
懇
談
会
に
参
加
を
頂
き
、
話
し

合
い
を
続
け
る
中
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
行
き
た
い
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

　
　
当
町
に
お
け
る
、
り
ん
ご
産
地
将
来

　
　
像
が
見
え
て
こ
な
い
が
、
立
科
町
農

業
振
興
公
社
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
配

属
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
公
社
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
町
と
し
て
も

課
題
は
先
延
ば
し
せ
ず
検
討
を
進
め
て
頂

き
た
い
。

　
町
長
に
は
「
り
ん
ご
産
地
を
守
る
」
そ

う
い
う
気
迫
を
も
っ
て
真
剣
に
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
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一 般 質 問　　　　質問者による要約

り
ん
ご
産
地
の
展
望
に
つ
い
て

芝間　 教男
しばま　 　のり お

宮坂　 幸夫
みやさ か　ゆきお

腐乱病と なり 枯れた枝



　
　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
老
人
福
祉

　
　
施
設
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
立
科
町
内
に
あ
る
三

つ
の
法
人
で
働
く
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
、
町
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
。
現
状

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長
　
介
護
人
材
の
不
足
に
は
、
ど
こ
も

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
よ
う
だ
。
行
政
関
与

の
可
能
性
や
必
要
性
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
町
内
施
設
に
勤
務
す
る
人
材
の
確
保

　
　
を
支
援
す
る
方
法
を
考
え
た
。
①
施

設
合
同
の
求
人
広
告
②
卒
業
後
に
一
定
期

間
勤
務
す
れ
ば
返
還
を
免
除
す
る
奨
学
金

制
度
③
町
内
へ
転
居
す
る
時
の
引
越
費
用

補
助
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
感
想
は
。

町
長
　
①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
検

討
し
た
い
②「
立
科
町
奨
学
金
返
還
支
援
助

成
金
」を
活
用
し
て
ほ
し
い
③
移
住
・
定
住

の
各
種
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　
蓼
科
高
校
福
祉
コ
ー
ス
の
卒
業
生
が

　
　
立
科
町
で
福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
就

く
こ
と
は
有
意
義
だ
。
佐
久
市
に
は
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
る
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
福
祉

学
科
が
あ
る
。
立
科
町
は
福
祉
・
介
護
人

材
の
確
保
を
、
蓼
科
高
校
は
地
域
福
祉
に

貢
献
す
る
学
校
づ
く
り
を
、
佐
久
大
学
は

学
生
数
の
増
加
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
せ

る
よ
う
な
三
者
の
連
携
協
定
が
締
結
で
き

れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
　
シ
ラ
カ
バ
は
町
木
で
あ
り
、
高
原
の

　
　
名
称
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
保

護
や
活
用
に
は
特
別
な
対
策
が
必
要
だ
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
の
方
針
は
。

町
長
　
シ
ラ
カ
バ
は
自
生
し
て
い
る
も
の

と
植
栽
し
た
も
の
が
あ
る
。
平
成
10
年
度

か
ら
16
年
度
に
か
け
て
、町（
５
年
間
）や
観

光
協
会
（
２
年
間
）
の
主
催
で
県
道
40
号
沿

い
に
植
栽
し
た
。
現
在
は
景
観
を
保
つ
た

め
に
沿
線
の
草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
立
科
町
森
林
整
備
計
画
」
に
は
、

　
　
シ
ラ
カ
バ
に
つ
い
て
の
記
載
が
全
く

な
い
。
重
要
性
を
再
認
識
し
、
保
護
や
整

備
に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
森
林
経
営
計
画
は
、
伐
期
を
迎
え

た
カ
ラ
マ
ツ
等
の
整
備
が
主
体
で
あ
る
。
林

業
的
に
、
当
面
は
シ
ラ
カ
バ
林
の
整
備
の
必

要
性
は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
景
観
は
保
た
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
間
伐
等
を
行
う
予

定
は
な
く
、
計
画
策
定
の
予
定
も
な
い
。

　
　
各
種
材
料
と
し
て
の
有
効
活
用
に
目

　
　
を
配
る
こ
と
も
必
要
だ
。
シ
ラ
カ
バ

林
を
末
長
く
美
し
く
保
ち
続
け
る
た
め
に

調
査
・
研
究
し
、
効
果
的
な
事
業
実
施
を

期
待
す
る
。
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今井　 健児
いまい　 　けんじ

　
　
人
員
確
保
と
事
務
負
担
の
現
状
を
ど

　
　
う
認
識
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
人
員
確
保
と
事
務
負
担
軽
減

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
も
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
投
票
者
数
の
時
間
帯
別
傾
向
を
把
握

　
　
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
時
間
ご
と
の
投
票
者
数
の
把

握
に
加
え
、
投
票
開
始
直
後
の
午
前
７
時

か
ら
午
前
８
時
ま
で
の
１
時
間
に
お
け
る

各
投
票
所
の
投
票
者
数
を
調
査
し
た
。
調

査
の
結
果
、
早
朝
の
時
間
帯
に
お
け
る
投

票
者
数
の
傾
向
や
地
域
ご
と
の
特
性
が
明

ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に

投
票
所
運
営
の
効
率
化
と
投
票
機
会
の
確

保
と
い
う
両
課
題
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に

図
る
べ
き
か
、
今
後
も
検
討
を
継
続
し
て

い
く
。

　
　
今
後
、
投
票
所
運
営
の
効
率
化
と
投

　
　
票
環
境
の
確
保
を
両
立
す
る
た
め
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
進
め
る
の

か
。

総
務
課
長
　
投
票
所
の
統
合
を
含
め
た
投

票
所
運
営
の
効
率
化
と
投
票
環
境
の
確
保

の
両
立
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。
特
に
投
票
所
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
区
等
の
皆
様
の
声
を

お
聞
き
し
、
丁
寧
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、
区
長

　
　
や
役
員
の
な
り
手
不
足
、
地
域
活
動

の
負
担
増
が
今
後
一
層
深
刻
に
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
町
と
し
て
、
地
域
運
営

の
再
編
を
含
め
て
制
度
的
な
支
援
に
一
歩

踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
各
区
の
現

状
と
今
後
の
維
持
の
見
通
し
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長
　
各
区
が
現
在
ど
の
よ
う
な
困
難
を

抱
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運
営
体
制
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
と

意
識
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
第
一
歩

で
あ
る
。

　
　
地
域
運
営
の
再
編
等
の
意
向
調
査
を

　
　
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
意
向
調
査
と
い
う
形
式
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
町
政
懇
談
会
や
区
長
会
等
の
既
存

の
場
を
活
用
し
、
直
接
的
な
対
話
を
通
じ

た
地
道
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
区
側
か
ら

「
実
態
を
整
理
し
た
い
。
」
、
「
公
的
な
議
論

の
テ
ー
ブ
ル
が
欲
し
い
。
」
と
い
っ
た
声

が
明
確
に
上
が
っ
た
段
階
で
、
改
め
て
そ

の
必
要
性
や
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

投
票
所
の
運
営
体
制
の
見
直
し
に

つ
い
て

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
組
織

の
見
直
し
と
持
続
可
能
な
区
運
営
に

つ
い
て

一 般 質 問　　　　質問者による要約

老
人
福
祉
施
設
に
勤
務
す
る
人
材
を
確
保

す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

町
木
「
シ
ラ
カ
バ
」
を
積
極
的
に

保
護
・
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

村松　 浩喜
むらまつ　 ひろよし
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＜議会行政視察報告＞

― 群馬県上野村・ 埼玉県志木市・ 神川町 ―

６ 月24日（ 水）

25日（ 木）

視察目的：中央公民館等建設研究会を発足した議会では、他自治体の公共施設複合化の取組
みや直営による温泉施設の運営について調査・研究を行いました。

◆視察を終えて 各自治体の地域性を活かした特色ある社会づくりにおいて、公共施設整備が果
たす役割の重要性を改めて痛感しました。施設整備には公共施設全体を俯瞰し、
「地域に何をもたらし、未来に何を残すのか」という明確なビジョンが必要です。
これまで重ねてきた視察等を含めた知見を土台に、9月には議会として町への提
言をまとめていく予定です。

 １日目 群馬県多野郡 上野村

◇浜平温泉  しおじの湯 ◇上野村図書館
料金：大人６００円( 村民は半額の３００円 ) １階：村民図書館( 多目的交流室 )２階：学校図書館

■循環型社会の形成(バイオマス利用)
間伐材の低質材を村営製造工場にてペレット化、温
泉施設のボイラーへ利用。家庭用ペレットストーブ
導入促進対策も含め森林資源と村内経済を循環。

開かれた学校をテーマに村民の「学び」・「憩い」・「交
流」の場として、学校に併設。子育て支援にも取り組ん
でいる。文部科学大臣表彰も受賞。

■小学校に村の図書館を併設

 ２日目 埼玉県志木市・神川町

◇志木市立  いろは遊学館・図書館・小学校 ◇神川町  中央公民館と多目的交流施設

■「学校の中に地域を持ってくる」学社融合施設
「これからの学校教育は地域のもとに」学校の中に
地域を持ってくる考えから、当時の志木小学校、志
木公民館、志木図書館の耐震化課題を複合施設化。

行政サービス(総合支所)と住民の活動交流拠点とし
て、避難所を兼ねた利活用施設。中央公民館とエリ
アが分かれた地域事情と特性が活かされた２拠点。

■生涯学習推進宣言の町の中央公民館と廃校を活用

持続可能な公共施設の未来へ
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　 令和８ 年４ 月28日に第一委員会室で開いた会議の

中では、 政務活動費についての理解を 深めま し た。

現在の交付額や交付対象が適当であ る かを 見直すた

めです。 政務活動費を 活用し て、 よ り 充実し た議員

活動を目指し ま す。

◆政務活動費と は

　 議員が実施する 調査研究、 研修、 広報・ 広聴、 要

請陳情、 住民相談、 各種会議への参加等町政の課題

及び町民の意思を 把握し 、 町政に反映さ せる 活動そ

の他の住民福祉の増進を 図る ために必要な活動（ 政

務活動） に要する 経費に対し て交付さ れる も のです。

立科町の交付額は、 議員一人あ た り 年額7 8 ,0 0 0円

です。

◆交付対象と なる経費

【 調査研究費】 町の事務、 地方行財政に関する 調査

　 　 　 　 　 　 　 研究（ 視察を含む） 及び調査委託に

　 　 　 　 　 　 　 要する 経費

【 研修費】 研修会、 講演会等の実施（ 共同開催を含む）

　 　 　 　 　 に要する 経費。 団体等が開催する 研修会

　 　 　 　 　（ 視察を含む）、講演会等への議員及び議

　 　 　 　 　 員の雇用する 職員の参加に要する 経費

【 広報・ 広聴費】 広報・ 広聴活動に要する 経費

【 要請陳情等活動費】 要請陳情活動、 住民相談等の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 活動に要する 経費

【 会議費】 各種会議、 住民相談会等に要する 経費

　 　 　 　 　 団体等が開催する 意見交換会等各種会議

　 　 　 　 　 への議員の参加に要する 経費

【 資料作成費】 資料を作成する ために要する 経費

【 資料購入費】 図書、 資料等の購入、 利用等に要す

　 　 　 　 　 　 　 る 経費

【 事務所費】 事務所の設置及び管理に要する 経費

【 事務費】 事務の遂行に要する 経費

【 人件費】 職員を雇用する 経費

　 令和８ 年５ 月27日、 第一委員会室において、 今井

英昭議長を 講師と する 「 A I学習会」 を 開き ま し た。

生成A Iを 活用し て、 効率的で専門性の高い議員活動

を目指し ま す。

◆生成AIと は

　 人工知能技術の一種で、 学習し たデータ を も と に

新し いコ ン テン ツ （ 文章、 画像、 音声、 動画など ）

を 自動的に生成する 技術です。 代表的なサービ ス に

「 ChatGPT」「 Gem in i」 があり ま す。

◆生成AI使用上の注意点

　 ・ 個人情報や機密情報は入力し ない。

　 ・ A Iの回答は必ず人間が確認、 検証する 。

　 ・ 著作権や知的財産権に注意する 。

　 ・ フェ イ ク（ 偽物）情報や誤情報の拡散に注意する 。

　 ・ 公式情報源と 照ら し 合わせて事実確認を行う 。

　 ・ 業務利用の際は所属組織のルールに従う 。

◆生成AIの活用例

　 ・ 議会質問の草案作成の補助

　 ・ 住民向け広報文、 お知ら せ文の下書き

　 ・ 会議録や議事録の要約

　 ・ 条例や規則の内容確認、 比較

　 ・ 住民から の問い合わせへの回答案作成

　 ・ 研修資料や学習資料の作成補助

議会改革特別委員会レ ポート

政務活動費の研究政務活動費の研究 生成生成 AIAI の学習会の学習会政務活動費の研究 生成 AI の学習会
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委

員

長
　
　
秦

野

仁

美

副
委
員
長
　
　
小
野
沢
常
裕

委
　
　
員
　
　
榎

本

真

弓

村

田

桂

子

芝

間

教

男

今

井

健

児

広
報
広
聴
委
員
会

　
立
科
町
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

は
、
６
名
の
委
員
で
年
４
回
「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

入
稿
後
は
２
度
の
校
正
会
議
に
加

え
、
委
員
長
・
議
長
に
よ
る
最
終

確
認
を
行
い
、「
目
を
皿
の
よ
う

に
」
し
て
「
お
で
こ
を
す
り
合
わ

せ
る
」
ほ
ど
の
熱
量
で
制
作
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
前
々
号
で
は
痛
恨
の

ミ
ス
が
２
か
所
も
発
生
し
、
前
号

に
て
お
詫
び
を
掲
載
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
教
訓

に
、
今
後
は
さ
ら
に
気
を
引
き
締

め
、
再
発
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。

　
親
し
み
や
す
く
正
確
な
紙
面
作

り
に
、
委
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
間
教
男

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

発行／長野県立科町議会　 編集／広報広聴委員会
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議会活動について「 ご意見・ ご要望」 をお聞かせく ださ い。

議員との意見交換会　 グループ募集
　 議会では、 町内の様々な団体・ グループの皆様から お話を伺う 意

見交換会「 聴かせて下さ い。 あなたの気持ち」 を開催し ています。

　 ご希望のある、 団体グループの皆様を募集し ています。

　 こ のページにあり ます連絡先に、 ご連絡いただければ幸いです。

表
紙
の
写
真
（
保
育
園  

玉
ね
ぎ
収
穫
）

　
６
月
11
日
、
た
て
し
な
保
育
園
の
年
長
児
が
、
待
ち
に
待
っ

た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
玉
ね
ぎ
は
昨
年
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
植
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
季
節
が
巡
り
、
立
派
に
育
っ
た
玉
ね
ぎ
。

　
こ
の
日
は
、
畑
の
土
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸

命
掘
り
上
げ
ま
し
た
。
土
の
感
触
や
植
物
の
力
強
い
生
命
力
を

全
身
で
感
じ
、
収
穫
の
瞬
間
に
あ
ふ
れ
出
し
た
歓
声
と
、
収
穫

の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
園
児
た
ち
の
輝
く
笑
顔
は
、
立
科
の
未

来
そ
の
も
の
で
す
。
地
域
の
方
々
の
温
か
い
想
い
と
子
ど
も
た

ち
の
成
長
が
詰
ま
っ
た
一
コ
マ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(
た
て
し
な
保
育
園
)

立科町議会が発行する「 議会だ

より 」 の表紙に掲載する写真や

絵画等を募集し ます。

　年４回発行の議会だよりは、町内だけ

でなく近隣市町村や友好都市にも送ら

れます。

　立科町の魅力を紹介・発信する議会

だよりにしたいと思っています。

　ぜひ、あなたの写真等をご紹介くださ

い。お待ちしています。

なお、詳細内容は、町ホーム

ページでご確認ください。

議会だよりの

表紙写真等を募集します

mailto:gikai@town.tateshina.nagano.jp
https://www.town.tateshina.nagano.jp

